
新入園・在園児の保護者の皆様へ
初めてお母さんと離れての新しい生活は、入園当

時の幼児にとっては、とても大変なことです。幼児

たちが慣れるまで１週間ほど、疲労を考えて午前保

育となります。帰宅しましたら、矢継ぎ早に園の様

子を聞くのではなく、お子さんが落ち着いてから少

しずつ聞いてあげてください。分からないこと、不

安に思うことがありましたら、気軽に職員に声をか

けて、お子さんの様子などお聞きください。

また、在園児も睡眠を十分にとって、朝「いっぱ

い遊んでおいでね！」と送り出してあげてください。

お子さんの体調や心配事など遠慮なく、連絡帳や電

話で担任にお知らせくだされば幸いです。

今月の聖句 「わたしは よみがえりです。いのちです。」 ﾖﾊﾈ 11:25

年度が改まり、新年度に入ります。新入、進級の園児のみなさんが健康のうち

に、多様な経験を積まれることをお祈りします。

４月２１日はイースターと言って、復活祭の月でもあります。まだ一般化していません

が、人間の死の問題を解決し、平安な日々を送るための心の準備の日です。一人

の例外もなく万人死に向かって旅するものでありますが、復活があることを信じて希望

を持つことができます。

さて、年度の初めですので、種子島シオン学園のこども園の園章について説明します。A（αアルフ

ァ）とΩ（オメガ）が組み合わされた構図です。「αでありΩである」神様（黙示録２１章）が、こども園

の園児を東西南北・前後左右、上下左右から取り巻いて守ってくださっている構図です。神は前から導

き、後ろから後押しし、右からちょっぴり試練を与え、左から試練に勝たせてくださいます。平面的守りでな

く、立体的かつ教育的配慮をもって園児や家庭を導いてくださいます。世界と人間を創造なさった神様

は、常に傍にいて見守ってくださるインマヌエル（共にいる）なる方です。したがって、園章は神様が園児

を東西南北すべての方向から見守り支えておられるという意味です。 牧師・前理事長 池田公榮

２０１９年度 年主題 〈ことばに満たされて～ひびきあう～〉
0･1･2歳児４月主題 「ありのままで」 3･4･5歳児４月主題 「ありのままで」
月のねがい 月のねがい
◎ありのままを愛してくださる神さまに出会う ◎さんびか、祈り、聖書のみことばをきくことを通して神さまと出会う

◎保育者を通して祈ることを知る ◎保育者や友だち、また春の自然と触れ合うことを心地よく感じ、安心して過ごす

◎ありのままの気持ちを受け止めてもらって、安心する ◎保育者は保護者とともに一人ひとりの子どものありのままの姿を受け止める

◎保育者は、一人ひとりの生活リズムを大切にする ◎保育者は子どもの表情や仕草、つぶやきなどから、思いをくみとる

◎新しく出会った人や環境に親しみを感じ、つながっていく

４月の行事予定

9日（火） 始園式

9～12日 新入園児午前保育(1号)

10日（水） 田植え（予定）

13日（土） 入園式、ｸﾗｽ会(親子で降園)

20日（土） 親子遠足，父母会総会

23日（火） ４月誕生会(10:00～)

いよいよ４月！新年度が元気にそして賑やかにスタートしまし

た。新年号も発表されどんな未来が待っているのだろうとワクワ

クしますね。

さて、毎年春休みはキリスト教保育連盟の研修会に参加します。

たくさんの学びの中に「きれいな日本語で子どもたちと接する。」

という話を聞き、昨今「保育の質の向上を！」といわれる中で、こ

れこそまさに基本中の基本なのでは・・と思いました。子どもたち

にとって、家族と同じくらい一緒に過ごすのが私たち職員です。

子どもたちの良いお手本となるように何気ないひと言にも意識

しながら保育にあたりたいと改めて思いました。

この研修では、以前私が受け持ったことのある卒園生のお母さん

が鹿児島で他園の職員として毎

年参加されています。その方から

お子さんの様子を聞くのも楽しみ

の一つなのです。今年は高校卒

業ということもあり、種子島に友

だちとサバイバルと称してテント

を張り、ちょっとした旅行をしたのだそうです。帰ってきてから彼

曰く、「俺が一番サバイバルでは生きていけるかも！めいろうで

２年間木に登ったり土手を登ったりして遊んだからだと思う！」だ

とか。なんと嬉しいことばでしょう。

さあ！新年度スタート！広い敷地で思いっきり空気を吸いこん

で、いろんなことを経験し、遊んで遊んで逞しく育ってほしいと思

います。私たちも皆さまと一緒に子育てを応

援していきます。本年度もどうぞよろしくお願

い致します。

主任：森山
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園

長

５月の行事予定

8日（水） 交通安全教室

8～17日 家庭訪問

9日（木） 給食試食会(こすもす･すみれ)

16日（木） ５月誕生会

〃 給食試食会(たんぽぽ)

28日（火） 消防署見学(こすもす･たんぽぽ)弁当日

29日（水） 〃 (すみれ･あじさい)

未定 内科検診

子どもと一緒に遊ぼう！
第１弾 積木遊び 気持ちをコントロールする力を身につけていくと同時に、

高い低い、長い短い、多い少ない等の物理的な概念も学習

春爛漫♪いよいよ新学期の始まりですね。進級するお子さ していきます。

んたち、そして各クラスに新たに入園してくるお子さんたち、 そうして大好きな動物や乗り物、建物や家も作りながら、

おめでとうございます。世界で唯一の存在として生まれてき 想像力、表現力、美的感覚等も培われていきます。

てくれた子どもたちに、そしてその命をここまで支えてきて

くださったご家族の方々の献身に、心から感謝申し上げます。

お子さんたちのこれからの成長とご家族の絆を深めていくた

めの“楽しい遊び”について、シリーズでご紹介していきた

いと思います。

最初のお勧めは積み木遊びです。生後6ヶ月頃から幼稚園

卒園まで楽しむことができます。生後６ヶ月頃には両手に持 小学生になってもあそべる積み木はとても奥が深く、

てるようになり、9ヶ月頃には両手でカチカチと打ち合わせ スケールの大きい作品に仕上げるためには家族や友達と

て遊びます。1歳頃になると2個を積み上げ、1歳６ヶ月を過 協力し合う大切さも成長とともに学習していきます。積み

ぎる頃には指先や腕の力の調整力がついてきて5個を積める 木遊びを楽しみながら、楽しくたくましく生きていく力を

ようになっていきます。ここまでの工程 身につけられるので、ぜひご家族みんなで一緒に遊びまし

も様々で、容器に出し入れして遊んだり、 ょう 木口屋（心理士）

投げて遊んだりと工夫して楽しむ姿に成

長を感じることもとても多いです。そこ

にお父さんお母さんが加わって一緒に遊

ぶことでどんどん遊びが広がっていきま

す。
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